
  
 
 
 
 
 
 
 

成長 ～ 一人一人の歩みの証 ～ 

校長 渡邊 万里子 

コロナ感染が拡大し、次々と学級閉鎖をしなければならず、不安やご心配をおかけいたしております。

学習の進度が気になりましたが、１年前に全児童に貸与されたタブレット端末を使っての健康観察や課

題配布と回収、オンライン授業等で２月を乗り越えてきました。予定されていた「６年生を送る会」は

動画で見合うことになり、４年生と６年生の社会科見学も延期となっており、まん延防止等重点措置の

解除を願うばかりです。 

毎年この時期に卒業を間近にした６年生との懇談を実施いたしております。趣味や特技、６年間で一

番心に残ったこと、中学校で頑張りたいこと、将来の夢を語ってもらっています。どの子も自分のこと

を語る表情は生き生きと輝いています。高学年としての楽しみな活動が様々制限される中でしたが、思

い出の中心は「下田移動教室」「体育科学習発表会」そして初めての「音楽科学習発表会」です。1 泊だ

けでしたが、海と山を臨む大自然に触れ、友達と寝食を共にする初めての経験は、大きな思い出の一つ

として心に刻まれたようです。そして「体育科学習発表会」では何度も失敗しながら本番では大成功さ

せた「組表現」。成功させたい一念から友達同士で励まし合い、満足感に溢れることができました。ま

た「音楽科学習発表会」では、それぞれのパートに責任をもち、厳しい練習に耐え、友達と教え合いな

がら技を磨き創り上げ、みんなで一体感を味わったという感動が忘れられないものとなっているようで

す。努力の醍醐味を知った子供たち、自力で壁を越えることのできた子供たちは、自らの力に誇りをも

ち、困難に立ち向かう勇気を内面にもつことで大きく成長しました。 

将来の夢も様々です。多くの子がやりがいを感じる職業や人の役に立つ職業に就きたいと述べていま

す。自分が興味をもつ職業についてキャリア教育の調べ学習を進める中、特技を生かせる職業や憧れの

職業に就くために、この先どんな勉強が必要なのかを具体的に考えている子もいます。また世界中のみ

んなを笑顔にできる人、社会に貢献できる人になりたいという子供も多くいます。コロナ禍の中でも、

こういう子供がいる限り未来は明るいと確信しています。 

一人一人の子供の歩みは日々たゆみなく続いています。節目節目で子供の姿を眺めてみると、そこに

はなんと素晴らしい成長があるのでしょう。それは子供自身の歩みの証です。子供の笑顔や躍動、そし

て変容は大人の励みであり、喜びです。今年もまた高松小を巣立っていく６年生一人一人の未来にエー

ルを送ります。 

そして今年度も多くの皆様に本校の教育に御理解、御協力をいただきましたことに心より感謝申し上

げます。 
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学校の教育目標 
●自ら学ぶ子      ●思いやりのある子      ●たくましい子 
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３月の生活目標     学校をきれいにしよう 
お掃除をすると、なんだか心が清々しくなります。高松小では毎朝、子供たちが登校する前に主事さん

たちが玄関・廊下をきれいにしてくれています。一日のスタートが気持ちの良いものになっています。 
さて、こんな詩があります。 
｢靴がそろうと心がそろう 心がそろうと靴もそろう 脱ぐときそろえると はくとき心が乱れない 

誰かが乱していたら だまってそろえてあげよう。」今月の目標｢学校をきれいにしよう｣に通じるものがあ

ると思います。きれいな学校・教室で学習すると、心を落ち着かせて学習に取り組むことができます。３

月は次の学年への引き継ぎの時期でもあります。お世話になった教室･机･下駄箱・・・きれいにして引き

継ぎができるよう全校で取り組んでいきたいと思います。       （生活指導委員会 白川 由賀） 

 

 

 

４月から最高学年になる５年生に、意気込み
と抱負を聞きました。 
 

◆１年生など下級生をたくさん楽しませてあげた

いです。遊ぶときも手本になるような６年生にな

りたいです。          （神立 泰佑） 

◆友達に優しく接して、仲良くしていきたいです。

物事を一度考えてから行動するようにしたいで

す。                 （野口 瑠愛） 

◆みんなに笑顔を届けられる６年生になりたいで

す。また、あまり得意ではない人前で発表するこ

とも頑張りたいです。         （浜崎 結芽） 

◆大好きなサッカーで、シュートがたくさんできる

ように頑張ります。本をたくさん読んで、読み取

る力を高めたいです。      （高橋 雅空） 

 

◆私は最高学年として、誰からも頼られるような話

しやすい人になりたいです。そして、何事にも全 

力で頑張りたいです。      （平林 彩奈） 

◆６年生で頑張りたいことは「発言」です。６年生

からは、自分が言いたいことをはっきり言う！そ

して色々なことに挑戦していきます。 

                （畑山 優翔） 

◆誰にでも優しくできるよう心がけたいです。そし

て私は、計算が苦手なので、６年生になったらさ

らに計算ができるよう頑張ります。 （大浦 夕舞） 

◆体育のマットや鉄棒が苦手なので、それを中心に

取り組みたいです。自分の苦手なことから逃げな

いで頑張ります。        （越智 瑞己） 

 

◆僕は失敗を恐れ消極的になりがちです。でも、最

近は完璧でなくても最善を尽くす楽しさが分か

ってきました。６年生は挑戦します。（古屋敷 遼） 

◆自己表現が苦手な僕ですが、学び合いでは今以上

に多くの人に自分の考えややり方を丁寧に教え、

自分の表現力を高めたいです。 （村上 斗佑馬） 

◆苦手な計算も大縄も、毎日の努力の積み重ねで克

服しました。この経験を生かし、６年生も継続す

ることの価値を忘れず取り組みます。（中根 明愛） 

◆人前に立つことが好きではない私です。でも、少

しでも下学年の人たちの役に立つ存在として、責

任を果たせる６年生になりたいです。（岩渕 七海） 

新６年生に向けて 
 

高松小の特別活動 
特別活動主任 西谷 めぐみ  

 

特別活動とは、学級活動、児童会活動、クラブ活動

及び学校行事の４つの活動で成り立っている教育活

動です。 
学級活動では、学級内での集会を計画して実践した

り、学級の中の様々な問題について話し合ったりしま

す。「相手に分かるように話す」「相手の考えを受け止

める」という経験を積み重ねることで、よりよい人間

関係を築く方法を学びます。また、学級内の仕事を分

担し、協力して生活することで、自主性や仕事に対す

る責任感を育んでいます。 
児童会活動では、５・６年生で組織されている委員

会ごとに、日々の当番活動や仕事に取り組んでいま

す。本校には１４の委員会があり、子供たちの自主

的・自治的な活動を大切にしています。また、異年齢

集団による交流活動として「兄弟学年班」を作り、遊

びを通して触れ合っています。 
クラブ活動には、４年生以上の児童が参加していま

す。本校には１４のクラブがあり、希望したクラブで

活動しています。学級や学年が異なる仲間と関わるこ

とで、自他のよさを認め合う機会が増えます。また、

興味・関心のあることに取り組み、自分の可能性に気

付くきっかけにもなります。 
学校行事は、入学式や卒業式などの儀式、展覧会や

運動会、移動教室など、さまざまなものがあります。

１年を振り返ったとき子供たちの思い出の上位には

必ず学校行事が入ります。 
今年度も、感染予防における「練馬区ガイドライン」

に基づき、中止にせざるを得ない行事や活動がたくさ

んありました。しかし、そんな中でもできることを考

え、方法を工夫し、楽しんで行おうとする高松小学校

の子供たちの姿がありました。代表委員会では、気持

ちの良いあいさつで一日を始めたいとの思いから「あ

いさつ運動」に取り組みました。また、少しの時間で

も教室をきれいにしようと計画した「高松ピカピカ

隊」の活動を全校に呼びかけて行いました。 
毎年、子供たちが楽しみにしている「高小フェステ

ィバル」は、コロナ対策で東校舎と西校舎に分けて行

いました。「できること」を見つけて前向きに取り組

んでいる子供たちの姿に、大人も励まされます。高松

小の子供たちは、どんなことに対しても「積極的に取

り組もう」「頑張ろう」とする姿勢が素敵です。子供

たちの、全力で取り組む姿は、高松小をより団結した

温かい学校にしてくれています。 
 


